御国に生きる
マタイの福音書 5:1-7:29
前の章では、ここ地上に御国を確立するという神の約束の歴史、預言、そしてその成就について復習しました。私たちは、御国がさまざまな方法でどのように描写されているか、またその独自の特徴のいくつかについて見ました。最後に、イエスが再び来られるときの御国の最終的な結果を列挙しました。ですから、神の御国、天の御国、またはキリストの御国が、イエスの教えにおける主要な話題であったことを知っても驚くことではありません。
この王国の強調の一例は、マタイの5章から7章に見られます。そこでは、主の「説教」が、主として、この王国の一員としてどのように生き、どのように行動すべきかを扱っています。マタイのこの部分の学びと、それが王国における生活について私たちに教えていることを始めるために、マタイ5:1-2を読みましょう。
山上の説教
¹ ある日、大ぜいの人が集まって来たので、イエスは弟子たちを連れて山に登り、そこに腰をおろして、彼らにお教えになりました。
- マタイの福音書 5:1-2
山上の説教は、この機会にイエスが取り上げた主題を集めたものであり、他の福音書記者たちによって部分的に言及されています（ルカの福音書 6:17）。その場所は、ガリラヤ湖を見下ろす丘の中腹です。数年前にイスラエルを旅行した際、私はその特定の場所に行ったことがあります。そこには礼拝堂があり、この出来事が起こった丘の中腹を見ることができます。湖の他の地域にはこのような地形が存在しないため、非常に独特です。これは、イエスとペテロが成人してから住んでいた町、カペナウムの近くでした。マタイは、イエスがこの説教、すなわちこの教えを終えると、下って来て、群衆の中の何人かを癒やした後、ペテロの家に入り、高熱で苦しんでいたペテロの姑さえも癒やされたと述べています（マタイの福音書 8:14-17）。
山上の説教は、五つの主要な主題を扱っています。
1. 至福の教え - 5:1-16
1. 律法 - 5:17-48
1. 神との関係 - 6:1-34
1. 他者との関係 - 7:1-12
1. いのちの道 - 7:13-29
このセクションでは、これら五つについてコメントしたいと思います。
至福の教え - 5:1-16
Beatitudeという語は、新約聖書にはそのような形では登場しません。これは、幸いな、幸福な、喜びに満ちた、または祝福されたという意味の語 blessed に対するラテン語訳である Beatitudo という語です。これらは九つあり、すべて同じ仕方で始まり、同じ構成になっています。それらは約束を示し、霊的な事柄を扱い、王国にいる人々への指針となっています。Beatitudes と、山上の説教にここで書かれていることは、王国の外にいる人々ではなく、王国にいる人々に向けられているという考えを覚えておく必要があります。王国の外にいる人々にとっては、これらのことは意味をなしません。山上の説教における私たちの行動、態度、そして人間関係についての教えは、クリスチャンでない人々には意味をなしません。彼らは教えられていることを理解することはできますが、王国の一員ではないため、その文脈において、その内容を実践することは彼らにとって現実的ではありません。
イエスが至福の教えで用いた方法は、ユダの手紙ヤ人のラビたちが質問や逆説を用いて教えを始める際の様式でした。
至福の教えは、人生と哲学についての先入観に挑戦する逆説でした。例えば：
· 霊的に貧しい人々は、天にある富を得る
· 悲しむ人々は慰められる
· 柔和な人々は地を受け継ぐ（戦士ではない）
· 義に飢え渇いている人々は満たされる
至福の教えにおいて、イエスは天の御国で働いている霊的現実についての洞察を与えておられます。これらは、御国において私たちが生きるための霊的原則です。
例えば、キリストの名のために迫害を耐え忍ぶ人々は、喜びます。これは、迫害される人々の通常の反応ではありません。彼らは通常、恐れや怒り、あるいは復讐したいという思いで反応します。しかし、御国においては、霊的な法則が、キリストのために苦しむ人々が実際にその苦しみを喜ぶように働くのです。
これらの原則に影響を受けた御国の弟子たちは、味をつける塩や目に光を与える光のように、際立っています。至福の教えに示された原則によって特徴づけられる弟子たちの際立った性質こそが、彼らを他の人々から区別し、また御国を、塩の塩味や光の明るさとして特徴づけるものです。この際立った性質は、最終的には良い生活と良い行いにおいて認められるものであり、御国を示すだけでなく、堕落した人間に神の真の性質を明らかにします。至福の教えにおいて、私たちは、キリストなしの無法の状態にあった人間ではなく、再生された状態にある人間を見ます。これは、イエス・キリストにあって新しく生まれた個人の実際的な現れです。
律法 - 5:17-48
よく聞きなさい。パリサイ人や、ユダヤ人の指導者たちは、神のおきてを守っているのは自分たちだと言いはります。だが、彼ら以上に正しくなければ天国には入れません。
- マタイの福音書 5:20
律法についての説教における鍵となる節はこの節であり、それは弟子たちのより高い義が、彼らを特徴づけ、御国において有用な者とする特質であることを明らかにしています。マタイの福音書 5:17-48で、イエスは一連の比較を示し、人々が教師たちから律法について教えられていたことを提示したうえで、それらの教えを、律法をモーセに最初にお与えになった方ご自身であるイエスによって与えられた律法の本質、すなわち精神と比較しています（コリント人への手紙Ⅰ 10:4）。
イエスは、彼らが教師たちから受けていたモーセの律法における五つの教えの分野について語り、それぞれを、律法をお与えになった方によれば、その教えが実際に意味していたことの真の本質と比較されます。
1. 殺人
²¹ あなたがたの教えでは、『人を殺した者は、死刑に処す』とあります。 ²² しかし、わたしはさらにこうつけ加えましょう。人に腹を立てるなら、たとえ相手が自分の家族であっても、裁判にかけられます。人をばか呼ばわりするなら、裁判所に引っぱり出されます。人をのろったりするなら、地獄の火に投げ込まれます。
- マタイの福音書 5:21-22
イエスは、その罪の根源を、他者に対する怒りと憤りに置いており、律法を守ることは、殺人という極端な行為を避けるだけでなく、和解するための意識的な努力を意味していたと示している。
2. 姦淫
²⁷ あなたがたの教えでは、『姦淫してはならない』とあります。 ²⁸ しかし、だれでもみだらな思いで女性を見るなら、それだけでもう、心の中では姦淫したことになるのです。
- マタイの福音書 5:27-28
彼らは、簡単に離婚することによって姦淫を正当化するために、律法を巧みに利用するよう教えられていました。彼らは、「妻に離縁状を渡しさえすれば、彼女と離婚しても神の律法を破ったことにはならない」と考えていました。イエスは再び、真の罪とは心の汚れであり、律法を守ることとは律法を巧みに利用することではなく、自分の思いと身体を制御するための努力であると示されます。イエスは、真の罪がどこにあったのか、そしてここで律法を守ることが実際に何を意味していたのか（性的な純潔、貞実）を説明しておられるのです。
3. 誓願
³³ さらにあなたがたの教えでは、『いったん神に立てた誓いは、破ってはならない。どんなことがあっても、みな実行しなければならない』とあります。 ³⁴ しかし、わたしは言いましょう。どんな誓いも立ててはいけません。たとえ『天にかけて』と言っても、神に誓うのと同じです。天は神の王座だからです。
- マタイの福音書 5:33-34
その当時、ユダの手紙ヤ人たちは、都合のよいときには破ってもよいと考える、選択的な誓いを立てる複雑な方法を身につけていました。イエスは、律法が本質的に求めていた正直な心を持っているなら、誓いは必要ないことを明らかにされます。
4. 正義
³⁸ あなたがたの教えでは、『人の目をえぐり出した者は、自分の目もえぐり出される。人の歯を折った者は、自分の歯も折られる』とあります。 ³⁹ しかし、わたしはあえて言いましょう。暴力に暴力で手向かってはいけません。もし右の頰をなぐられたら、左の頰も向けてやりなさい。
- マタイの福音書 5:38-39
当時の彼らの制度は、賠償の手段として、また非常にしばしば復讐の隠れみのとして、律法に依存していました。イエスは彼らに、律法のより高い原則は、単に正義や復讐を厳しく要求することではなく、憐れみであると教えました。
5. ナショナリズム
⁴³ 『隣人を愛し、敵を憎め』とは、よく言われることです。 ⁴⁴ しかし、わたしは言います。敵を愛し、迫害する人のために祈りなさい。
- マタイの福音書 5:43-44
彼らは律法を用いて自分たちの周りに壁を築き、他の人々を締め出していました。それはすべて、自分たちを孤立させるためでした。イエスは彼らに、律法の目的の一つは神の善を人々に明らかにすることであり、神のようになるとは、正義を持ち、特に見知らぬ人々や所有を奪われた人々に対して憐れみを持つことだと示されました。
神との関係 ― 6:1-34
この箇所で、イエスは彼らに、天におられる神と正しい関係を持つ方法を教えています。
1. 人ではなく神を喜ばせることを目指して、神に対して善を行いなさい。- 1-4節
1. 敬虔さを他の人々に印象づけるためだけではなく、神と交わるために神に祈りなさい。- 5-18節
1. あなたの肉体的および霊的な必要をすべて神が備えてくださることを信頼しなさい。- 19-34節
イエスは、聴衆が御国の本質（至福の教え）を理解するよう励まし、地の塩、世の光として彼らが目指すべき生活の質（それは律法の本質です）を示し、神との意義深い関係を持つための実践的な方法へと導かれます。
他者との関係 ― 7:1-12
神との正しい関係の要素に続いて、王国において人々と祝福された関係を持つための重要な考えがあります。
人からしてほしいと思うことを、そのとおり、人にもしてあげなさい。これがモーセの律法の要約です。
- マタイの福音書 7:12
この原則に基づいて、私たちが自らを祝福し、神に喜ばれるために互いにどのように接しなければならないかについての、律法と預言者のすべての教えが成り立っています。
いのちの道 - 7:13-29
地上における王国の範囲とその内部の働きをここで示した後、イエスは天の御国において父なる神との関係に入る道を説明されます。
1. キリストの狭い門から入りなさい。後に、キリストの十字架刑の時、弟子たちは、この門が実際にどれほど狭く、困難なものであるかを理解するようになります。イエスだけが、人が入ることのできる門であり、イエスへの信仰だけが、そこから入る道です。
1. キリストの御国の教えも実も生み出さなかった偽預言者たちに気をつけなさい。彼らを見分ける方法はそこにあります。彼らには実も教えもありません。真の預言者たちには実と教えがあります。ですから、私たちはキリスト教、または他のどの宗教であっても、その実によって判断しなければなりません。
1. キリストの言葉をただ聞くだけでなく、御国に入るために、それを実行しなさい。招かれる人は多いが、選ばれる人は少ない。その日、山上の説教で主が語られたことをすべて聞いた人は多く、彼の教えに驚きました。しかし、イエスへの信仰という狭い門から入り、主が弟子たちに負うよう求められた十字架を受けた人は、ほんの少数でした。
